


誰
か
が
行
か
ね
ば

道
は
で
き
な

ν、

。

日
本
地
図
完
成
の
た
め
に
命
を
賭
け
た
男
た
ち
の
罰

司

n
u

ま
コ
“
陸
軍
参
謀
本
部

t
p

品
市
善
白
峰
陸
地
測
量
部
の

測
量
手
、
柴
崎
芳
太
郎
は
日
本
地
図

最
後
d
空
白
地
点
を
埋
め
る
た
め
、

「
陸
軍
の
威
信
に
か
け
て
、
鯛
岳
の

初
登
頂
と
測
量
を
果
た
せ
」
と
い
う

命
令
を
受
け
る
。
前
任
者
で
あ
る

古
田
盛
作
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
新
妻
・

葉
津
よ
の
励
ま
し
を
受
げ
て
富
山
に

向
か
っ
た
柴
崎
は
、
案
内
人
の
宇
治

長
次
郎
と
合
流
、
調
査
の
為
に
山
に

入
っ
た
が
、
謎
め
い
た
行
者
の
言
葉

(
「
雪
を
背
負
っ
て
登
り
、
雪
を
背
負
っ

て
降
り
よ
」
〉
以
外
、
登
頂
へ
の
手
掛
か

り
す
ら
掴
め
ず
に
下
山
す
る
。
そ
し
て

翌
明
治

ω
年
、
測
量
本
番
の
登
山
。

柴
崎
・
宇
治
に
、
測
夫
の
生
田
信
ろ

を
加
え
た
総
勢

7

人
で
、
池
平
山
・

雄
山
・
奥
大
日
岳
・
薬
師
岳
・
別
山

な
ど
周
辺
の
山
々
の
頂
に
三
角
点
を

設
置
し
、
い
よ
い
よ
挑
む
は
、
創
岳
。

し
か
し
、
創
岳
山
頂
ま
で
の
道
の

り
は
、
想
像
を
絶
し
て
い
た
。
ガ
レ
キ

だ
ら
り
の
切
り
立
っ
た
尾
根
、
雪
崩
や

暴
風
雨
な
ど
困
難
に
続
く
困
難
が
測

量
隊
の
行
く
手
を
阻
む
。
頂
上
ま
で
の

登
頂
路
す
ら
、
見
つ
け
ら
れ
ず
、
そ
そ
り

立
つ
頂
を
仰
ぎ
見
る
ば
か
り
の
日
々
。

重
さ

1
0
0

キ
ロ
超
の
三
角
点
用
の

石
柱
と
測
量
器
具
を
担
ぎ
、
粗
末
な

装
備
で
挑
む
に
は
あ
ま
り
に
絶
望
的
な

状
況
に
、
自
分
た
ち
は
本
当
に
銅
岳

を
登
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

に
さ
ら
し
て
ま
で
岳
を

意
味
は
あ
る
の
か
と
い
う

布
、

7
入
。
胸
中
を
よ
ぎ
る
。

一
方
、
創
立
聞
も
な
い
日
本
山
岳
会

も
、
小
島
烏
水
ろ
が
最
新
の
登
山
用
具

を
揃
え
、
餌
岳
登
頂
を
目
指
し
て
い
た
。

今
一
度
、
皆
に
仲
間
と
し
て
の
結
束
を

訴
え
る
柴
崎
。

果
た
し
て
、
柴
崎
た
ち
は
、
無
事
に

餌
岳
頂
上
に
到
達
し
、
地
図
作
り
の

任
務
を
終
え
て
下
山
で
き
る
の
か
・
・
・
。

銀

岳
(
つ
る
ぎ
だ
け
)

宮
山
県
・
飛
騨
山
脈
(
北
ア
ル
プ
ス
)
の
立
山
達

也
障
に
あ
る
標
高
2
9
9
9
m
の
山
。

弘
法
大
師
が
、
草
軽
三
千
足
を
使
つ
で
も
登
頂
で

き
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
難
所
。

有
史
以
来
、
立
山
修
験
の
対
象
と
さ
れ
、
雄
山
神

社
の
神
で
あ
る
天
手
力
雄
神
(
太
刀
尾
天
神
銀
岳

神
・
本
地
不
動
明
王
)
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
。

1'<>'

|さ
点

の

記

点

の

記

と

は

、

三

角

点

設

定

の

記

録

で

あ

る

。

一

等

三

角

点

の

記

、

二

等

三

角

点

の

記

、

三

頭

三

角

点

の

記

の

三

種

類

が

あ

る

。

三

角

点

標

石

埋

定

の

年

月

日

及

び

人

名

、

線

標

(

測

量

周

や

ぐ

ら

)

建

設

の

年

月

日

及

び

人

名

の

他

、

そ

の

三

角

点

に

い

た

る

道

願

、

人

夫

賃

、

宿

泊

設

備

、

飲

料

水

な

ど

の

必

要

事

項

を

集

録

し

た

も

の

で

あ

り

、

明

治

引

年

以

来

の

記

録

は

永

女

保

存

資

料

と

し

て

国

土

地

理

院

に

保

管

さ

れ

て

い

る

。

な

お

、

一

般

的

に

点

の

記

と

い

う

と

三

角

点

に

つ

い

て

の

記

録

で

あ

る

が

、

多

角

点

、

水

準

点

、

磁

気

点

な

ど

の

測

量

標

に

も

点

の

記

が

残

さ

れ

て

い

る

。

(

原

作

よ

り

)

可，


